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平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
に

２１

２２

か
け
て
、
川
上
地
域
と
備
中
地
域
の

全
域
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
効
率

よ
く
整
備
す
る
た
め
、
現
在
、
現
地

で
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
線
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
（　

月
〜　

月
中

１０

１１

旬
ま
で
ル
ー
ト
調
査
、　

月
〜
来
年

１２

２
月
ま
で
電
柱
共
架
、
添
架
調
査
）。

　

市
委
託
業
者
の
調
査
員
が
住
宅
の

近
く
や
道
路
沿
い
な
ど
で
電
柱
等
の

確
認
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
員
は
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
調

査
員
」
と
表
示
し
た
腕
章
を
つ
け
、

調
査
に
使
用
す
る
車
に
は
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
伝
送
路
ル
ー
ト
調
査
中
の
表

示
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
の
料
金
の
請
求
や
家
屋
内
で
の
調

査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
不
審
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
企
画
課
情
報
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
情
報
係

（
�
�
０
２
０
９
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
の
た
め

現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　

市
は
、
行
政
情
報
の
提
供
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
と
い
っ

た
地
域
情
報
化
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
市
内
全
域
に
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

川
上
・
備
中
地
域
で
は
、
新
た
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
整
備
を
行

う
た
め
、「
高
梁
西
地
区
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
整
備
事
業
」
の
現
地
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

（
地
デ
ジ
）対
応
や
ア
ン
テ
ナ
の
交

換
な
ど
を
口
実
に
し
た
詐
欺
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
身
に
覚
え
の
な

い
工
事
や
代
金
請
求
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
手
口
の

詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

例
１　

総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
名

前
が
書
か
れ
た
手
紙
が
届
き
、「
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
切
り
替
え
助
成

金
」
が
支
給
さ
れ
る
の
で
、
手
数

料
の
支
払
い
を
す
る
よ
う
書
い
て

あ
る
。

例
２　

「
テ
レ
ビ
局
職
員
」「
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
」

を
名
乗
る
人
が
自
宅
に
や
っ
て
き

て
、
受
信
工
事
や
テ
レ
ビ
の
調
整

の
代
金
の
支
払
い
を
求
め
る
。

　

地
デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省
や
テ

レ
ビ
局
、
そ
の
他
関
係
機
関
が
代

金
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
時

は
、
す
ぐ
に
は
支
払
わ
ず
、
中
国

総
合
通
信
局
、
お
近
く
の
警
察
署
、

ま
た
は
生
活
消
費
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
総
務
省
に
は
地
デ
ジ
の

相
談
窓
口
が
あ
り
、
電
話
で
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
全
般
に
つ
い
て
不
明

な
点
が
あ
る
場
合
は
、
総
務
省
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

受
信
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
国
総
合
通
信

局（
�
０
８
２
�
２
２
２
�
３
４
２

９
）、総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

（
�
０
５
７
０
�
０
７
�
０
１
０
１
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

関
す
る

詐
欺
に

　
　
 
ご
注
意
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市議会臨時会
　

第
５
回
高
梁
市
議
会
（
臨
時
）
が

　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間

１０

２８

３０

の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
の
４

議
案
等
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
副
議
長
の
選
出
や
常
任

委
員
会
な
ど
の
構
成
も
決
ま
り
ま
し

た（
詳
細
は
４
・
５
ペ
ー
ジ
）。

【
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
】

▼
高
梁
市
長
及
び
副
市
長
の
給
料
そ

の
他
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
…
市
長
の
給
料
に
つ
い
て
特
例

措
置
を
講
じ
る
（
市
長
の
給
料
月
額
を

２
割
減
額
と
す
る
）

▼
高
梁
市
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
…
副
市
長
の
定
数

を
１
人
に
す
る

﹇
各
行
政
委
員
会
の
委
員
﹈

　

次
の
と
お
り
各
行
政
委
員
会
の
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

▼
高
梁
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

…
次
の
２
人
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

▼
高
梁
市
監
査
委
員
の
選
任
…
次

の
２
人
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

▼
高
梁
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

お
よ
び
同
補
充
員
の
選
出

﹇
選
挙
管
理
委
員
﹈

﹇
補
充
員
﹈

▼
高
梁
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦

平
田　
　

守

五
島　

章
友

（
川
面
町
）　
　

（
川
端
町
）　
　

長
江　

和
幸

廣
兼　

昭
夫

（
議
員
選
出
）　

（
新
町
）　
　
　

大
内　

道
登

加
藤　

俊
一

森
岡
志
乃
婦

面
田　

安
司

（
巨
瀬
町
）　
　

（
成
羽
町
坂
本
）

（
有
漢
町
有
漢
）

（
川
上
町
仁
賀
）

西
本　
　

晃

田
中　

政
一

原
田　

育
子

橋
本　
　

憲

（
中
井
町
津
々
）

（
有
漢
町
有
漢
）

（
川
上
町
地
頭
）

（
備
中
町
平
川
）

難
波　

英
夫

宮
田　

公
人

（
議
会
推
薦
）　

（
議
会
推
薦
）　

　市は「高梁市産学官連携基金条例」に基づく企業
や市民の皆さんからの寄附金と市の積立金を原資とし
て基金とし、地域福祉、教育・文化、産業振興など産学
官連携事業のための助成に活用させていただきます。
   基金の趣旨にご理解いただき、寄附のご協力をお
願いします。

＜寄附の方法＞
①寄附いただける場合は、電話かＥメールで下記へご
連絡ください。市より寄附申出書を送付します。

②市から納付書を送付しますので、最寄りの金融機関
で寄附金を納付し、領収書をお受け取りください。

※寄附金は、所得税の控除対象になります。

＜寄附金の目標額＞　
　この基金は１, ０００万円を基金額とし、そのうち、１００
万円を寄附金の目標額としています。

■問い合わせ　
   企画課定住促進係（��０２８２）
　Ｅメール ｋｉｋａｋｕ@ｃｉｔｙ.ｔａｋａｈａｓｈｉ.ｏｋａｙａｍａ.ｊｐ

産学官連携基金への
寄附をお願いします   

日本三大
山城 サ ミッ ト i n 高梁
と　き�１１月２９日 （土） 午後１時３０分～
ところ�高梁学園国際交流会館（奥万田３７５２-１）

　日本三大山城である美濃岩村城（岐阜県恵那市）、
大和高取城（奈良県高取町）、備中松山城が所在す
る市町関係者等が集うサミット。山城としてそれぞ
れが日本一の特長を持つ３市町が一堂に会し、各地
の山城と歴史、まちづくりを紹介します。

［日程］　①事例発表（ ３ 市町）
　　　　②アトラクション（渡り拍子）
　　　　③記念講演
　　　　　演題「備中松山と小堀遠州」
　　　　　講師  遠州茶道宗家 紅心 小堀宗慶 宗匠
　　　　④日本三大山城サミット宣言

■問い合わせ　　
　日本三大山城サミットｉｎ高梁実行委員会事務局
　（高梁商工会議所内 ��２０９１）

入場無料


